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九条の会．ひがしなだ 

                     

第 153 号 
 

２０２２年 

９月２２日 

 

事務局 西谷利文 Tel 080-1485-5603  E-mail  nishi-t@hm.h555.net 

 

    FK 元弁護士の“ここがポイント”                                     

          台湾問題への向き合い方 

深草 徹 
 

日中共同声明（１９７２年９月）で、日本は、中華人民共和国政府が中国の唯一の合法政府であ

ることを認め、台湾が中国の領土の不可分の一部であるとの中国政府の立場を十分理解・尊重する

ことを誓約しました。そして、日中両国は、主権及び領土保全の相互尊重、相互不可侵、内政に対

する相互不干渉、平等及び互恵並びに平和共存の諸原則（平和五原則）に基づき相互の関係を発展

させること、平和五原則と国連憲章の原則に基づき、すべての紛争を平和的手段により解決し、武

力又は武力による威嚇に訴えないことを確認しました。 

 日中平和友好条約（１９７８年８月）はこれを再確認しています。 

 これらによれば、わが国が、台湾問題でとるべき態度は、それは中国の内政問題であり、仮に武

力衝突に至ったとしても中国の内戦に過ぎないから一切介入してはならないということになりま

す。従って米軍が在日米軍基地を直接戦闘作戦に用いることを認めてはなりませんし、自衛隊が米

軍の後方支援活動に加わることも許されません。 

わが国は、米国には国連中心主義、国際法・国連憲章を基礎にした国際秩序を尊重し、その上に

立つ米中関係の構築を求め、中国には、台湾は、自律的・一体的に台湾政府によって統治されてお

り、たとえ中国の国内問題であるにせよ、それを武力統合することは日中間で確認しあった平和五

原則、国連憲章の精神に反することを伝達し、台湾問題の平和的解決を強く求めるべきです。 

 9条には、「日本国民は正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求」することと明記されてい

ることを忘れてはなりません。 

 （深草憲法問題研究室主宰、九条の会ひがしなだ筆頭代表世話人） 

 

 

 

「若者の不自由展」も必要❕        

 横林賢二 
 8月 29日神戸新聞朝刊に「表現の自由展」開催が大きく報道されました。妨害

されながらも展示してきた中に、従軍慰安婦像「平和の少女像」があります。 

歪曲され、事実に基づかない表現には問題がありますが、「戦争の事実」に基づ

き『反戦』の心を拡げることは大切だと思います。 

国内では、福島原発事故後放射能汚染により「生活の不自由」。また、約 30 年

間「労働者の賃金は横ばい」と報道され、若い世代の「生活の不自由」も拡大し

ています。今、「表現の自由展」と共に怒りを示す、「若者の生活の不自由展」も

求められていると思います。 

                            熟年者ユニオン 73歳 

8月 29日 
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映画案内 

 

   『人生フルーツ』 夫婦のあり方、老後の生き方、大切な時間 

桑田葉子 
                                  

愛知県春日井市の高蔵寺ニュータウンにある雑木林に囲ま

れた家。四季折々、キッチンガーデンを彩る 70 種の野菜と 50

種の果実が、妻・英子さんの手で美味しいごちそうに変わりま

す。愛情いっぱいのチャーミングな修一さんと魔法の手のごと

く何でもつくりだす英子さん。ふたりの暮らしには人が生きる

豊かさと、歳を重ねて実る美しさにあふれています。この映画

を観て修一さんと英子さんは私の憧れの人になりました。 

樹木希林さんのナレーションが作品世界に溶け込んで心地よく響きます。 

夫婦がお互いにいたわり合う姿や本当の豊かな生活とは何か問いかけてくるようなこの作品は、繰り

返し観たくなります。そして、ひとりではなく大切な人たちと一緒に観ようと思う映画です。ぜひ家族

やご友人を誘って観てください。  

 10 月 10 日（月・祝日）①11 時 ⓶14 時 1000 円均一 御影公会堂 

                             （神戸映画サークル協議会委員長） 

 

 

 

 

「夜明け前のうた」を共に歌いましょう 
横山順一 

                                    

 「私宅監置」とは何と寒々しい言葉なのでしょう。それは「閉

じ込め」であり、人間への対応ではありませんでした。沖縄の精

神障害者が置かれた哀しい歴史。沖縄はいったい、幾つの重荷を、

何故強いられねばならなかったのでしょうか。そもそも「障害」

の「害」とは誰を、何を指すのでしょうか。 

今年は沖縄の本土復帰「50 周年」です。折しも 9 月 11 日の県知

事選挙では、玉城デニーさんが再選されました。平和への民意は

余りにも明らかなのです。どんなに「閉じ込め」ようと、真実が

その鎖を解き放つことを信じて止みません。 

10 月 15 日（土）午後２時から、うはらホールで、原義和監督

渾身の作品『夜明け前のうた―消された沖縄の障害者―』の上映

会を行います。是非、お越し下さい。暗闇に差し込む光がありま

す。夜明け前のうたを歌う一人に加わりたいと切に願うものです。 

                   （東神戸教会）  
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     人間の尊厳を合い言葉に政治を変える 
       －「参院選の結果と改憲をめぐる情勢」で冨田教授講演－ 

 
９月１７日、東灘区文化センターにおいて「参

院選の結果と改憲をめぐる情勢」－人間の尊厳を

合い言葉に政治を変える－と題して、関西学院大

学法学部教授の冨田宏治さんの講演が行われまし

た。 

（東灘憲法共同センター第８回総会記念講演）講

演で冨田教授は、「岸田首相は参議院選挙で勝利し

て“黄金の３年間”を手に入れたはずだったが、

その後の展開は内閣支持率がついに３２％と“危

険水域”になった。その一番の原因は統一教会問

題だった」と指摘し、“黄金の３年間”は崩れ、１

０月解散という声も上がり始めているとのべました。 

 そして今、世界の政治、日本の政治は“何が起きてもおかしくない”状況にあるとし、ロシアに

よるウクライナ侵略、アメリカにおける議会襲撃、日本における政治的リーダーの暗殺、コロナ禍

においても、貧富の差が途方もなく拡大するなど、貧困・格差・差別・分断が進んでいるとし、分

断は熟議（＝話し合い）の価値を否定し、対話・熟議ではなく「力」対「力」、「暴力」対「暴力」、

「軍事力」対「軍事力」の対立となってきているとのべました。 

 そして、２０２１年衆議院選挙の結果、２０２２年参議院選挙の結果を分析すると、市民と野党

の共闘の再構築を急ぐことが必要だと指摘しました。 

 さらに、政治に関心を持つ余裕さえ奪われ、明日の暮らしに常に不安を抱いている人びと、生き

づらさに寄り添い、人間の尊厳を合い言葉に政治を変えようと訴えました。 

 

 

ハナ絵モンの思い 
 

映画『ベイビー・ボックス』を観て 
関本（市川）英恵 

 
「ベイビーボックス（日本では「赤ちゃんポスト」と呼ばれ

る）」を題材にしている映画『ベイビー・ブローカー』を観て

きました。これまでの人生や犯した罪から、母親に相応しくな

いという理由で子どもを手放そうと決めるソヨンの「（ソヨン

の赤ちゃんを売ろうとした二人に）もう少し早く会えていたら

捨てずに済んだかも」という台詞が印象的でした。核家族化や

地域社会のつながりの希薄化が進み、子育て家庭が孤立しやす

くなっています。「こうのとりのゆりかご（通称「赤ちゃんポ

スト」）」を設置した熊本市の慈恵病院の理事長、蓮田氏は「妊

娠・出産、子育てに悩んでいる人たちのシンボルにしたい。こ

の場所は、最後の手段であり、本来、使われるべきではない」と運用を始めました。「ポスト」の

抱える問題は複雑ですが、家族の多様性を認め、支援する制度、社会をつくることが必要だと思い

ます。政治を変えなければなりません。 

（「憲法の歌」作詞者） 
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 住吉山手から 

              瓢箪から駒（２） 

                                 公庄 れい 

  

ちょうど高度経済成長の頃で、ウエス屋さんには大量の着物が出回り、電気で回る刃物でジャキジャ

キと切られていく着物。勿体なくて余計に買い込んでしまう。後年、大阪の文楽座に寄付することにな

った。 

 神戸市に対しては、婦人会への事業委託費名目で、毎年出されている１億数千万の金の使途を明らか

にして欲しい、と市会に陳情した。この件が審議される冒頭、社会党のベテラン議員が「この女には会

って半日、話し合った。この女は足を組んでタバコをふかし、一方的に自分の言い分ばかり言い張った。

こんな女の出した言い分など、取り上げることはない」と、大演説をブッた。私は彼とは会っていない

し、タバコも吸わない。で、陳情は棄却され、私は名誉棄損の裁判をおこした。 

 法廷で、彼は「この女には、会ったことはない」と証言したが、最高裁で棄却。 

 そして、古着の店では、幼児二人をかかえ、家を出た夫からの援助は一切ない、という女性を赤字な

がら雇用していた。彼女が生活保護を受ける手続きをしたところ、公庄は赤軍派だから公金は出せない、

と言われたというので、やむなく即日やめて貰った。赤軍派の「活躍」した頃、私は三児をかかえ、買

い物以外は外出できない生活だったし、第一、十歳以上も世代が隔たっている。 

 こんな馬鹿らしい事もあったが、和服に縁のある事を始めたおかげで、後年に始めた「くらしの着物

資料館」の資料が、文化庁の指定資料となって、後世に残されることになった。 

 もし、神戸市が私を婦人会員に読み込んでなかったら、以上の事はすべて無かったのである。まさに

「ひょうたんから駒」。 

                          （孫たちの将来を案じるお婆ちゃんの会） 

催し案内 
 

 

 

カンパの郵便振替口座 

 口座記号 ００９００－６ 

 番  号 ２１７１２９ 

 名  義 九条の会.ひがしなだ 

 

  「９条とウクライナ問題」出版記念講演会 

     憲法９条とウクライナ問題 

日時 １０月３０日（日）１４：００～ 

会場 東灘区文化センター第１・第２会議室 

講師 深草徹（九条の会.ひがしなだ筆頭共同代表） 

参加協力費 ５００円 

主催 九条の会.ひがしなだ、兵庫県弁護士九条の会 

   あけび書房 

問合せ ０８０－１４８５－５６０３（西谷） 

２０２２年秋の史跡・戦跡めぐり 

日 時 １０月２２日（土）13:30 

     阪神御影駅南側広場集合 

コース 澤ノ井～西方寺～東明八幡

神社～処女塚～「火垂るの 

     墓」文学碑～御影公会堂～ 

     阪神御影駅（概略） 

主 催  史跡・戦跡めぐりの会 

     九条の会.ひがしなだ 

参加費 ３００円 

問合せ 090-6206-9211（合田） 
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